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女子レスリングの全国大会 
ジュニアクイーンカップで２人が３位入賞 

 ４月２日に東京の駒沢オリンピック公園総合運動場

で行われた同大会に、小学 1.2 年 21 キロ級の井田彩

夏さん（北小 2 年）とカデット(平成 12.13 年生ま

れ)46 キロ級の小坂歩未さん（高山西高 2 年）が、と

もに３位入賞した。 
 
県少年空手道大会で２連覇 
８月の全国大会に出場 

５月５日に岐阜市で開かれた、同大会小学４年女子の

部で、山王小学校４年の岩堤あす香さんが優勝し、８月

に東京で行われた全国大会に出場した。 
 

剣道の県健康福祉交流大会で優勝 
９月の全国大会（ねんりんピック）に出場 

県の剣道連盟が５月に行った同大会の個人戦３部に

出場した、櫻本幸二さん（総和町２・69 才）が優勝し、

9 月に秋田県で開催のねんりんピックに出場される。 
 

ハンドボールの日本女子Ｕ-２０代表に 

高山高校出身の下屋さんが選ばれる 
飛騨高山高校出身で現在東海大 1 年の下屋奏香さん

が日本女子Ｕ-２０代表に選ばれ、6 月の東アジア選手

権（岩手県）7 月のアジア女子ジュニア選手権（香港）

に出場した。 
 
全国小学生ハンドボール大会に 
高山ミニハンドボールクラブ女子が出場 
6 月の県予選で優勝し 8 月に京都であった全国大会

に出場した。 
 
フットサルの国際大会「タイ・インターナショ
ナルカップＵ-１２」に高山から二人出場 

 7 月にタイで行われた同大会に、東海選抜チームの一

員として、高山東サッカースポーツ少年団所属の向平真

沙斗くん（丹生川小６年）と中谷宗嗣くん（東小 5 年）

が出場した。 
 

ハンドボールの女子ユースアジア選手権 
日本代表に、飛騨高山高校の阿礼さん出場 
８月にインドネシアで行われた同大会に高山高校2年

の阿礼梨那さんが日本代表Ｕ-18 に選ばれ出場した。 
 
全国高校総体出場 
８月に東北各地であった、全国高校総体（インターハ

イ）に高山から次の選手が出場した。 

【アーチェリー】 
野口諒太郎（高山

西 3 年）【陸上競
技】永田一真（飛

騨高山 3 年）朝熊

剛康（斐太高 3 年）

山下凛（同 2 年 

【バドミント
ン】砂田晃輔（高山西3 年）森腰永遠（同 2 年）【剣
道】高山西高校＝内村竜基、奥平虎之介、水小瀬建彦、

江尾琉都、伊崎理倫、舩木康佑、澤田健太（以上 3 年）

【レスリング】谷口空良（高山西 3 年）小坂歩未（同

2 年）三木翔永、岩智基（以上同 1 年）【ハンドボー
ル】高山西高校男子＝池田賢悠、猪岡友和、岡崎海斗、

大貫卓斗、谷川泉水、三枝拓朗（以上 3 年）青木椋雅、

西平陵矢、飼馬丈太郎、小嶋大誠、瀬戸龍成、今井堅（以

上 2 年）片岡瞭、谷前知優（以上 1 年）飛騨高山高校

女子＝田中智祐里、大島莉子、小田唯加、田中佑歩、（以 

 

我
が
協
会
は
昭
和
二
十
一
年
四
月

に
高
山
卓
球
連
盟
と
し
て
産
声
を
あ

げ
ま
し
た
。
昭
和
二
十
三
年
に
、「
高

山
の
卓
球
の
普
及
に
は
大
き
な
大
会

が
必
要
」
と
考
え
、
い
ろ
ん
な
方
の

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
第
一
回
中

部
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
場
所
は
西
小
学
校
の
講

堂
で
し
た
。
大
会
は
現
在
も
継
続
さ

れ
て
お
り
、
今
年
で
六
十
九
回
と
な

り
益
々
盛
大
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

第
一
回
大
会
が
高
山
市
で
開
催
さ
れ

た
事
は
、
大
変
意
義
深
い
出
来
事
と

考
え
ま
す
。 

昭
和
四
十
二
年
に
飛
騨
体
育
館
が

完
成
し
、
練
習
環
境
の
充
実
が
図
ら

れ
、
大
き
な
大
会
の
誘
致
が
出
来
る

事
に
な
り
第
二
十
二
回
大
会
が
二
回

目
の
高
山
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
大 

 

寿
命
を
延
ば
し
、
生
涯
現
役
を
貫
く

た
め
、
体
協
の
立
場
で
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。 

ま
ず
は
気
持
の
持
ち
方
を
変
え
ま

し
ょ
う
。
そ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
を
自
分

の
仕
事
の
一
部
と
捉
え
、
意
識
的
に

ス
ポ
ー
ツ
を
日
常
生
活
の
中
に
組
み

込
む
事
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
る

こ
と
に
よ
り
、
足
腰
を
鍛
え
、
仲
間

を
造
り
、
対
話
も
弾
み
、
脳
も
活
性

化
し
ま
す
。
高
齢
者
に
と
っ
て
「
き

ょ
う
い
く
」
と
「
き
ょ
う
よ
う
」
が

必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
更
と

思
わ
れ
ま
す
が
、「
き
ょ
う
い
く
」
と

は
「
今
日
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る
」「
き

ょ
う
よ
う
」
と
は
「
今
日
用
事
が
あ

る
」
の
例
え
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
中

高
年
に
な
っ
て
か
ら
始
め
る
の
で
は

な
く
、
出
来
れ
ば
小
学
生
の
頃
か
ら

始
め
る
こ
と
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

私
の
持
論
は
、
小
学
生
は
「
勉
強

と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
の
両
立
」

中
学
生
・
高
校
生
は
「
勉
強
と
部
活

動
の
両
立
」
そ
し
て
社
会
人
に
な
っ

て
も
、
引
続
き
「
仕
事
と
ス
ポ
ー
ツ

の
両
立
」
を
お
薦
め
し
ま
す
。（
実
は

社
会
人
に
な
っ
た
途
端
ス
ポ
ー
ツ
を

辞
め
る
人
が
と
て
も
多
い
の
で
す
。

こ
こ
が
問
題
で
す
。）
一
つ
の
ス
ポ
ー

ツ
に
拘
り
を
持
っ
て
永
く
付
き
合
う

こ
と
が
大
切
で
す
。 

 
 

就
職
は
出
来
れ
ば
地
元
就
職
を
お 

  

 

 

 

き
な
大
会
の
誘
致
に
よ
り
、
レ
ベ
ル

の
高
い
プ
レ
ー
を
生
で
見
る
こ
と
が

出
来
、
自
分
の
目
標
が
具
体
的
に
な

っ
た
り
、
指
導
者
に
と
っ
て
選
手
の

技
術
の
達
成
レ
ベ
ル
が
確
認
で
き
る

な
ど
、
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
卓
球
の
普
及
に
関
し
て

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
世
界
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
や
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
な

ど
を
招
聘
し
て
の
卓
球
教
室
の
開
催

で
す
。
今
ま
で
何
度
か
開
催
す
る
こ

と
で
選
手
や
指
導
者
の
時
代
の
変
化

に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
開

催
し
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
一
助
に
な

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

昨
年
の
リ
オ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
男
女
の
活
躍
が
卓
球
ブ
ー
ム
を
招

き
、
若
い
選
手
の
台
頭
も
あ
り
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
大
い
に
期
待
で
き

ま
す
。 

こ
こ
で
卓
球
の
変
遷
に
つ
い
て
少

し
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一 

 

番
の
変
化
は
、
ボ
ー
ル
の
大
き
さ
が

直
径
３
８
ミ
リ
か
ら
４
０
ミ
リ
に
な

っ
た
こ
と
で
す
。
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち

る
こ
と
で
ラ
リ
ー
が
続
く
よ
う
に
、

と
考
え
た
結
果
で
す
。
次
に
あ
げ
ら

れ
る
の
は
、
昨
年
ボ
ー
ル
の
材
質
が

セ
ル
ロ
イ
ド
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
へ

と
変
わ
っ
た
こ
と
で
す
。
他
に
も
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
最
後
に
ひ
と

つ
紹
介
し
ま
す
と
、
サ
ー
ブ
に
関
し

て
で
す
が
、
１
６
セ
ン
チ
以
上
上
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

高
山
市
卓
球
協
会
で
は
今
年
度
十

一
の
大
会
を
開
催
し
、
小
・
中
・
高
・

一
般
の
皆
さ
ん
に
活
躍
の
場
を
提
供

い
た
し
ま
す
。
選
手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
目
指
し
て
、
大
会
の
開
催
や
技

術
指
導
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成

な
ど
に
協
力
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
今
後
は
も
っ
と
幅
広
い
層
の

方
々
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
協
会

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

薦
め
し
ま
す
。
地
元
の
方
が
じ
っ
く

り
ス
ポ
ー
ツ
と
の
両
立
が
成
り
立
つ

と
思
う
か
ら
で
す
。
企
業
の
皆
様
も
企

業
努
力
さ
れ
ま
し
て
、
是
非
、
地
元
採

用
を
増
や
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
若
者
の
地
元
就
職
は
地
元
に
と
っ

て
も
何
物
に
も
代
え
が
た
い
貴
重
な

宝
物
で
す
。 

と
こ
ろ
で
部
活
動
に
は
顧
問
の
先

生
方
が
大
変
が
ん
ば
っ
て
お
ら
れ
ま

す
が
、
社
会
人
の
協
力
が
加
わ
れ
ば
鬼

に
金
棒
、
な
か
で
も
第
一
線
を
退
い
た

中
高
年
の
皆
様
に
は
時
間
的
な
ゆ
と

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
コ
ー
チ

役
を
担
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

経
験
豊
か
な
先
輩
が
コ
ー
チ
役
に
加

わ
る
こ
と
に
よ
り
、
強
固
な
チ
ー
ム
が

生
ま
れ
る
か
ら
で
す
。
私
も
六
十
九
歳

か
ら
暫
く
中
学
校
部
活
動
の
コ
ー
チ

に
加
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り
、
一
生
の
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。 

体
育
協
会
加
盟
二
十
四
団
体
そ
れ

ぞ
れ
が
、
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生

か
ら
社
会
人
に
至
る
ま
で
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
型
の
組
織
体
型
で
結
ば
れ
る
こ
と

に
よ
り
地
元
か
ら
有
望
選
手
が
生
ま

れ
、
や
が
て
国
体
選
手
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
輩
出
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
一
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
、
生
涯

現
役
を
貫
き
、
健
康
で
明
る
い
市
民
生

活
が
送
れ
ま
す
よ
う
そ
の
旗
振
り
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

  

高
齢
化
社
会
と
言
わ
れ
て
既
に
久

し
い
で
す
が
、
平
均
寿
命
は
男
性
八

十
歳
、
女
性
八
十
六
歳
、
誰
し
も
生

涯
現
役
で
い
た
い
の
で
す
が
現
実
は

中
々
そ
う
は
い
か
な
く
、
健
康
寿
命

は
男
性
七
十
一
歳
、
女
性
七
十
四
歳
、

ギ
ャ
ッ
プ
が
男
性
九
歳
、
女
性
十
二 

歳
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
健
康 

上 3 年）阿礼梨那、野中菜月、橋戸萌々香、高石紗良、浦部春菜、

山之上綾美、井上未由里、後藤穂花、清水七菜（以上 2 年）政井

瑞月、下村真穂（以上 1 年） 

全国高校定時制通信制体育大会出場 
【バドミントン】坂下利玖、清水岳人、大野伸一郎（以上飛騨

高山定時制４年）【卓球】野中裕太（飛騨高山通信制 4 年） 
 

全国中学校総合体育大会出場 
８月に九州であった同大会に出場した。【ハンドボール】東山中

学校男子＝橋戸優輝、中川太佳登、光賀晴希、杉原悠莉、尾崎綾

人、泉直登、垣内絢援（以上 

3 年）平野凌斗、横田怜、東 

田龍来、橋本大河、圓山泰生、 

大溝郁也、谷幸樹（以上 2 年） 

下田陽大（1 年）【陸上競 
技】走幅跳＝仲村颯祐（中 

山 3 年）400 ㍍＝島尻裕 

太郎（東山３年） 
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平成２８年度 一般財団法人高山市体育協会事業報告 
 

月  日 事  業  名 会  場  等 

７月１0 日(日) 第６4 回飛騨地区体育大会 総合開会式ビッグアリーナ 他飛騨地区一円 

７月２3 日(土) 第３３回市民登山（市民登山クラブ） 乗鞍岳 

 ９月１８日(日) 第９回県民スポーツ大会（スキー競技２月） 中濃地区（スキー競技 飛騨高山スキー場） 

１０月  ４日(日) 市民スポーツフェスティバル ビッグアリーナ他 

１０月２３日(日) 第１２回市民駅伝大会 宮中学校を発着中継点に一之宮町内 

１１月２３日(水) 第４０回市民健康マラソン 中山公園陸上競技場を発着点に下林・山田町内 

 １月２１日(木) 体育協会創立 70 周年記念式典 高山グリーンホテル 

年間を通して 

 
◆市指定体育施設の管理(１４施設)   

◆トレーニングルーム利用者講習会・各種スポーツ教室の開催（ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ・弓道・ ｱｰﾁｪﾘｰ・ ﾃﾆｽ・ ｿﾌﾄﾊﾞﾚ
ｰ・卓球・ ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ）  

◆各種委員会の開催(総務・財務・事業・強化・広報)  ◆「体協たかやま」の発行(年３回)  

◆理事会及び評議員会の開催 ◆各加盟団体との共催事業・70 周年記念事業の開催 

◆市民体育大会(ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ・弓道) ◆ビッグアリーナ全館開放事業 5 月～3 月の毎月第３木曜日 
 

 
平成２８年度 一般会計及び指定管理事業等特別会計収支決算書総括表 
（平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日まで）                                 （単位：円） 

科   目 合  計 一般会計 特別会計 備          考 

１．収入の部     

基本財産運用収入 338,430 338,430 0 基本財産定期預金利息 

会費収入 4,028,000 4,028,000 0 会員会費、賛助会費、特別会費 

70 周年記念事業収入 2,326,500 2,326,500 0 記念誌、記念式典会費 

自主事業収入 3,567,852 0 3,567,852 市民健康マラソン・市民登山・駅伝大会参加料等 

指定管理等収入 88,063,530 0 88,063,530 指定管理料、体育施設使用料等 

雑収入 287,434 250,098 37,336 受取利息、飛騨体協事務収入、雑入 

当期収入合計 98,611,746 6,943,028 91,668,718  

２．支出の部     

管理費 709,492 709,492 0 会議費、旅費交通費、通信運搬費等 

事業費 3,107,177 3,107,177 0 県体派遣費、地区体派遣費、強化費等 

70 周年記念事業費 5,177,499 5,177,499 0 冠大会記念品、記念誌、記念式典費 

事業運営費 2,574,303 0 2,574,303 市民健康ﾏﾗｿﾝ費、市民登山、駅伝大会等 

指定管理事業費 79,562,979 0 79,562,979 職員人件費、事務費、管理費等 

租税公課 4,788,300 0 4,788,300 法人税、消費税 

事業活動支出合計 95,919,750 8,994,168 86,925,582  

事業活動収支差額 2,691,996 △2,051,140 4,743,136  

３．投資活動収支の部     

投資活動収入     

特定資産取崩収入 3,268,084 3,268,084 0  

投資活動収支差額 3,268,084 3,268,084 0  

当期収支差額 5,960,080 1216,944 4,743,136  

前期繰越収支差額 29,775,102 △4,308,776 34, 083,878  

次期繰越収支差額 35,735,182 △3,091,832 38,827,014  

 
 

この人にこんにちは 
（櫻本幸二さん） 

 
今回は、高山市剣道会の副会長で、現役の剣士として
も頑張っておられる櫻本幸治さんを訪ねました。 

 斐太高校に入学（昭和 38 年）し、剣道部の稽古を見

て「カッコイイ」と思ったことが始まりです。（中学

時代はブラスバンドでクラリネットを吹いておりま

した。 

剣道を始めて 50 数年、仕事や怪我で中断したことは

ありますが、やめようと思ったことはありません。若

いころは体力をバネに動き切る稽古でした。古希を迎

えるこの歳では若者のスピードにはかないませんが、

今まで培った経験「一眼二足三胆四力」をもとに稽古

しております。年齢に応じた体力と経験で、いつまで

も稽古出来る「生涯剣道」が最大の魅力と思っており

ます。 

平成 20 年ＮＴＴグループの全国大会で、東海代表と

して壮年の部団体で優勝した事。また平成 25 年のね

んりんピック高知大会へ岐阜県代表として出場した

事。今年も秋田大会に出場します。 

ある道場に「勝って驕るは負けに等しく、負けて相手

を恨むは二重の負けと同じ。勝って相手の気持ちを汲

むは二重の勝ちであり、負けて相手を讃えるは勝ちと

同等である。」の文言が掲げてありました。 

剣道では試合結果以上に試合相手・稽古相手に対し

礼節を尽くす事が大切な事だと思います。 

①剣道との出

会いは？ 

 

 

②剣道の魅力

は？ 

 

 

 

 

 

 

➂一番思い出

のある大会

は？ 

 

④剣道で大切

な事は？ 

九
月
に
東
濃
地
区
で
開
催
さ
れ
る
第
十
回

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
予
選
を
兼
ね
た
同
大

会
が
七
月
九
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
山
市
は
十
六
競
技
三
十
一
種
目
中
二
十
種

目
で
一
位
と
な
り
今
年
度
も
総
合
優
勝
し
ま

し
た
。
各
競
技
の
成
績
は
次
の
と
お
り
。 

◆
陸
上
競
技 

男
子 

①
高
山
市
②
下
呂
市
③
飛
騨
市 

女
子 

①
高
山
市
②
下
呂
市 

◆
サ
ッ
カ
ー 

➀
高
山
市
②
飛
騨
市 

◆
テ
ニ
ス 

一
般
男
子
➀
高
山
市 

 
 
 
 
 

一
般
女
子
➀
高
山
市 

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

一
般
男
子
①
高
山
市
②
下
呂
市
③
飛
騨
市 

一
般
女
子
①
高
山
市
②
飛
騨 

市
③
下
呂
市 

◆
柔
道
①
高
山
市
②
飛
騨
市 

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

男
子
①
高 

山
市
②
飛
騨
市
③
下
呂
市 

 

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

一
般
男
子
①
高
山
市 

四
〇
才
以
上
①
高
山
市 

レ
デ
ィ
ー
ス

①
高
山
市
②
飛
騨
市 

エ
ル
ダ
ー
①
高

山
市
②
下
呂
市 

◆
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル 

一
般
①
下
呂
市 

②
飛
騨
市
③
高
山
市 

◆
ク
レ
ー
射
撃 

ス
キ
ー
ト
①
飛
騨
市 

②
高
山
市
③
下
呂
市 

ト
ラ
ッ
プ
①
飛

騨
市
②
下
呂
市
③
高
山
市 

◆
弓
道 

男
子
①
高 

山
市
②
下
呂
市 

 

女
子
①
下
呂
市
② 

高
山
市 

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル 

フ 

①
高
山
市
② 

大
野
郡
③
飛
騨
市 

④
下
呂
市 

  

何事にも一生懸命な方です。その一生懸命さが、今年もねんりんピ
ックという全国大会への出場を決められたと思います。（S・I 記） 

女
子
①
高
山
市
②
飛
騨
市
③
下
呂
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◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

男
子
①
下
呂
市
②
高
山

市 

女
子
①
下
呂
市
②
高
山
市 

 

成
壮
年

①
高
山
市
②
下
呂
市 

◆
軟
式
野
球 

一
般
①
下
呂
市
②
飛
騨
市
③

高
山
市
・
大
野
郡 

壮
年
①
下
呂
市
②
高

山
市
③
大
野
郡
・
飛
騨
市 

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

シ
ニ
ア
男
子
①
高
山
市

②
下
呂
市
③
飛
騨
市
④
大
野
郡 

シ
ニ
ア 

女
子
①
下
呂
市
②
高
山
市 

マ
ス
タ
ー
女

子
①
下
呂
市
②
飛
騨
市
③
高
山
市 

◆
剣
道 

①
下
呂
市
②
高
山
市
③
飛
騨
市 

◆
卓
球
男
子
①
高
山
市
②
飛
騨
市
③
下
呂
市 

女
子
①
高
山
市
②
下
呂
市
③
飛
騨
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▶ 
 
 
 
▶ 
 
 
 
 
 
 
 
▶ 
 
 
 
▶ 
 
 
 
 
  

 

 

 日本百名山 

高山市体育協会では、市民

の健康づくりや各種目の

競技力向上・普及のために

ご支援いただける法人や

個人、団体を広く募集して

います。 

※個人・団体いずれも一口

5,000 円からお願いして

おります。 
 
詳細はビッグアリーナ 
℡34-3333 

賛助会員募集 

 
高山市スポーツ少年団は、毎年行って

います富山県射水市の帆船海王丸への

リーダー研修会に、7 月２４・２５日の

2日間43名の団員が参加し活動してき

ました。 

 天候不順の中でしたが、かつて海王丸

で行われていたカッター訓練・手旗信号

実習などの船上活動、船内での宿泊生活

を体験し、団体生活の基礎を学びまし

た。 

 

 

  

七
月
二
十
二
日
、
市
民
登
山

本
番
、
福
井
県
大
野
市
の
荒
島

岳
登
山
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。。 

 

今
年
も
市
民
登
山
ク
ラ
ブ
と

し
て
４
回
の
講
習
会
（
２
回
の

実
践
登
山
含
む
）
を
経
て
当
日

の
登
山
と
な
り
ま
し
た
。 

 

荒
島
岳
は
日
本
百
名
山
に
数

え
ら
れ
る
山
で
、
当
日
は
勝
原

ス
キ
ー
場
跡
（
標
高
３
５
０
㍍

位
）
か
ら
頂
上
（
１
５
２
３
㍍
） 

  

へ
と
登
る
、
６
キ
ロ
歩
い
て
標

高
差
１
２
０
０
㍍
程
上
が
る
と

い
う
結
構
ハ
ー
ド
な
も
の
で
、

暑
さ
と
の
戦
い
も
あ
り
一
般
参

加
者
６
４
名
中
、
山
頂
へ
登
頂

で
き
た
の
は
４
０
名
程
と
な
り

ま
し
た
。
か
な
り
重
症
の
熱
中

症
の
方
も
あ
り
、
今
ま
で
に
な

い
登
山
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 

 

陸上競技場芝管理 

大八グラウンド サッカーゴール 

相撲場屋根塗装 

柔道場 畳入れ替え 野球場 ベンチ改修 

今
年
度
前
半
、
各
施
設
改

修
や
新
調
を
行
い
き
れ
い
に

な
っ
た
も
の
を
紹
介
し
ま

す
。 

 

武
道
場
畳
の
入
れ
替
え
、

相
撲
場
屋
根
塗
り
替
え
と
風

呂
場
の
戸
改
修
、
中
山
公
園

野
球
場
ベ
ン
チ
改
修
、
大
八

グ
ラ
ウ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー

ル
の
新
調
、
陸
上
競
技
場
芝

の
生
育
管
理
な
ど
。 
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